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入校式・オリエンテーション 2

ガイダンス・修了式 2

【総時限数】 658

障害の理解Ⅱ 医学的側面から見た障害の理解、障害児・者への支援の実際

振り返り 全法定講義のフォローアップ

施設等実習事後講義

修了評価

就職に対する動機付け、職業意識の向上、業界研究、介護保険
法、障害者総合支援法、指定事業所の種類、就職志望先選定、現
役介護職員からの講話、履歴書の書き方、自己ＰＲの書き方、志
望動機の書き方、ｼﾞｮﾌﾞｶｰﾄﾞの作成、ｷｬﾘｱｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

総括評価

介護職としてのマナー接遇

各指定事業所別の介護保険事務・報酬請求計算等

実習事前指導

実習事後指導

医療的ケア実施の基礎、喀痰吸引・経管栄養の実施手順

ガイダンス・修了式

入校式・オリエンテーション

認知症の理解Ⅰ

認知症の理解Ⅱ

障害の理解Ⅰ

こころとからだのしくみⅠ

応用講義

こころとからだのしくみⅡ

医療的ケア

介護保険事務

施設等実習事前講義

マナー接遇

社会人講話、会社説明会等

キャリアコンサルティング

職場見学

職場体験

職場実習

人間の多面的な理解と尊厳、自立・自律の支援、人権と尊厳

介護保険制度創設の背景と目的、介護保険制度の基礎理解、専門職の役割

生活と福祉、社会保障制度、障害者自立支援制度、介護実践にかかわる諸制度

介護福祉士制度、尊厳の保持、自立に向けた介護の考え方と展開、理論

介護を必要とする人の生活の理解と支援、連携、リスクマネジメント、安全

介護におけるコミュニケーション、介護におけるチームコミュニケーション

生活支援とＩＣＦ、介護の基本技術

介護過程の意義と目的、展開、チームアプローチ

法定講義

介護過程Ⅰ

教　科

人間の尊厳と自立

社会の理解Ⅰ

社会の理解Ⅱ

介護の基本Ⅰ

介護の基本Ⅱ

コミュニケーション技術

生活支援技術Ⅰ

カリキュラム概要書

内　　　容

No.　講座名(開講月）

実施施設

パソコンレベル
（事務系・IT系及びパソコ
ンを使用する場合は記入)

No.10608

受講に際して積極的に学習することができ、将来、福祉・介護業界への就職・転
職・開業等を希望されている方

修了で得られる
資格等

受講で目指せる
資格等

目指せる就職先・
職務等

日本キャリアパスアカデミー

介護実務者 25人（5人）

対象者

介護福祉士実務者研修課程修了証明書

介護福祉士、喀痰吸引等研修、介護支援専門員等

介護保険法に基づく指定介護保険施設、指定居宅サービス提供事業所等の介護職員
障害者総合支援法に基づく指定居宅サービス提供事業所等の介護職員

科　目

介護過程Ⅱ

介護過程Ⅲ

発達と老化の理解Ⅰ

発達と老化の理解Ⅱ

介護過程の実践的展開

利用者の特性に応じた介護過程の実践的展開

こころの変化と日常生活への影響、からだの変化と日常生活への影響

人間の成長・発達、老年期の発達・成熟と心理、高齢者に見られる症状・疾病

認知症ケアの理念と視点、認知症による生活障害、心理・行動の特徴

医学的側面から見た認知症の理解、認知症の人や家族への支援の実際

障害者福祉の理念、障害による生活障害、心理・行動の特徴

介護に関連するこころとからだのしくみ

心身の構造・機能と観察のポイント、人間の心理、人体の構造と機能

就
職
支
援

職
場
見
学
等

介護技術の実践的展開 介護技術の実践的展開

法定演習 生活支援技術Ⅱ 移動・移乗、食事、入浴・清潔、排泄、着脱、整容、口腔、睡眠、終末期介護

見学等実習

就職支援

医療的ケア（演習）喀痰吸引、経管栄養、救急蘇生の手順演習


